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近藤　　足踏み式回転脱穀機の発明

足踏み式 回転脱穀機 の発 明

一一特許資料からみた成立前史

近 藤 雅 樹*

      The Invention of a Pedal Driven Thresher: 

The History of the Invention as Revealed by Patent File Data

Masaki KONDO

   It is generally believed that the human powered thresher with a 

revolving cylinder (pedal driven thresher) was invented by a young man 

called Fukunaga Syoiti, who lived in Yamaguchi prefecture. 

   In fact, a number of other people had devised similar machines and 

applied for patents on them before Fukunaga. 
   The various human powered threshers which were the subject of 

patent applications in the Meiji period can be grouped into four types, 
as follows; 

I Comb threshers, using parts like the teeth of a comb 

 II Beat threshers, containing parts like mallets or sticks 

III Rub threshers, where grain is forced between saw teeth 

N Flip threshers, using a revolving cylinder with many projections. 
   There are two main arguments in this paper. 

   Firstly, the designs of the various human powered machines in the 

patent applications and registations are examined, in order to distinguish 
the merely fanciful from the really practical inventions. Evidence is 

presented as to why the only machines which were eventually selected 
and put to practical use all belonged to type N. 

   Secondly, concentrating on the development of the human powered 
machines like the threshers, the essential processes which made the ap-

pearance of the motive power machines possible will be made clear.
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1.　 ア ウ トラ イ ソ

1.1.小 論 の 目的

　足踏み式回転脱穀機は明治時代末期に 「発明」された。その後,種 々の改良を経て

実用化され,大 正時代末期にはセンバコキにかわる有力な脱穀機械 として全国に普及

したという。それがほぼ今 日の通説である1)0

　発明者は山口県の福永章一 という青年だったとされている。 しか し,実 際には 「福

永式稲扱機」(図27)が 特許出願された1911(明 治44)年 以前から,足 踏み式をはじめ

とする各種の回転脱穀機が特許 ・実用新案として登録されていて,早 くからその開発

と実用化が試みられていた。そればか りか,一 部の資料に関しては,試 作段階ながら

局地的に販売されていた可能性も捨てきれない。

　小論では,明 治時代に考案された各種の回転脱穀機に関する特許 ・実用新案の諸公

1)　 まだその使用が完全に止 んでいたわけ ではない時 期に刊行 された 『日本百科大事典』(小

　学館)は 「脱穀」「脱穀機i」を次の よ うに解説 している　【昭和出版研究所　1964:1181。 百 科

事典 とい う性格上,そ の記述 は従来の研究成果に負 うところがおお きか ったはずであ る。

脱穀　　(略)わ が国 では回転式脱穀機 が現在 よく用 いられ ているが(略)大 正時代にな

る と,円 筒にV字 形 の歯 をつけた足踏みの回転式脱穀機が出現 し,現 在 ではそれを動 力

化 したものに よって脱穀が おこなわれてい る(略)。 〈大野哲夫〉

脱穀機 　 (略)足 踏みに よる人力用の ものは,回 転胴 の周 囲に植x込 んだ こき歯 で脱 穀

するが,風 選 ・ふ るい分けは別個にお こなわなければな らない。 明治末期に発明 され,

大正末期 には 旧来の千歯 こきをほ とん ど駆逐 した。脱穀機 の動 力化 ・自動化は昭和の初

期には実現 したが,第 二次世界大戦前は,一 〇万 台以下の普及 に とどまっていた。戦後

は これが大 き くのび,足 踏み式をほぼ完全 に駆逐 し,三 〇〇万 台に近い普及をみせてい

る(略)。 〈山 口雅弘〉

　産 業考古学 の入 門書 も 「千歯 こきはやがて足 踏み 回転脱穀器 に取 って代わ られ るが,そ の

時期は明治末期か ら大正初期 にかけ てであ る」 とす る 【黒岩 ・玉置　 1978:143】。
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報(以 下 「公報」とい う)を 通覧して足踏み式回転脱穀機の開発過程を点検 しようと

思 う。これは,つ まり,試 行錯誤にみちた足踏み式回転脱穀機の発明前史の確認作業

てある。

1.2.資 料 の範 囲

　明治時代のr特 許発明分類総 目録』r実 用新案分類総目録』は,共 通の分類項目に

よって整理 されている。農具は 「第13類 」に区分され,回 転脱穀機はその細目の 「脱

穀器」に分類 されている(表1)。

　明治時代に出願された脱穀機器として検出 しえた資料件数は278件2)て,回 転脱穀

機はほぼ10%に あたる28件を確認 した。登録区分は特許25件 と実用新案3件 で,大 半

は足踏み式てある。 これ らは脱穀部の形状によって4類 に整理することかてきる。

1類 　脱穀部か扱歯 ・櫛状を呈 し,引 扱脱穀作業の機械化をめざすもの

∬類　脱穀部か槌 ・杵状を呈し,叩 打脱穀作業の機械化をめざすもの

皿類　脱穀部か擦 りあわせ構造を呈 し,揉 擦脱穀作業の機械化をめざすもの

】V類　脱穀部か羽 ・桟状を呈し,弾 発脱穀作業の機械化をめざすもの

表1　 「第13類 農具」

1耕 転器 梨　鋤　馬鍬 　鍬 　田舟 ・畦切器 ・碑土器 ・耕i転器 　株切器な ど

2撰 穀器 千石　万石・簾 ・漏斗 ・唐箕　籾取器　穀類除石器　落花生洗浄機など

3田 植定規 田植定規　田植綱　植付標準器など

4施 肥具 肥料桶 ・汲取杓覆器 ・アルカ リ肥料撒布器 など

5肥 料粉砕器 豆粕粉砕機 ・豆粕削機　魚粕切断機など

6除 草器 草取 爪 ・除草器 ・草取鍬 ・田打車 　除虫兼除草器 　案山子な ど

7播 種器 種埋具　種蒔具　播種器・種蒔機械　煙草植付用整理器など

8収 穫器 鎌　稲刈機・綿花収穫機・草刈機　薯掘機械　自働稲刈機など

9脱 穀器 稲扱　麦扱　稲麦扱機械 連枷　脱穀機 ・自働稲扱機など

10株 切器 株切器 苗取器など

ll茎 切器 枯穂切器 ・枯穂切鎌 稲虫茎切器など

12刻 切器 藍切機械 ・藁刻器 ・押切 など

13農 業用雑具 畦立器　鳥獣威機械 苗代排水器　鳥威 草刈機 ・配合機など

2)資 料の検 出にあたっては,大 阪府立夕陽丘図書館 か架蔵す る 「特許公報綴 」 と 「通 産省特

　許公報 データベ ース」を使 用 した。なお,出 願件数 には,西 暦年か 明治45年 と同 じ大 正元年

　 に出願 された2件 を くわ えている。
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2.資 料 の 概 要

　本章ては個hの 資料を概観 し,あ わせてそれ らの実用化の可能性を検討する3)。こ

の点に関 しては,復 元製作を試みるか,残 存機かあるなら実際に使用して判断するの

か理想的なのたか,そ れか望みえない現状ては,添 付図を吟味して製作使用上の技術

的経済的合理性を勘案するほかはない。それても,あ る程度まて推測することはてき

るたろう。

　 2.1.　 1類(特 許15件 　実用 新案1件)

　引扱脱穀作業の機械化をめざすものて,脱 穀部にセ ノハコキを使用 している。扱歯

部を回転させるもの(1類A)と,そ うてないもの(1類B)と かある。

211　 1類A　 扱歯部分を回転させるもの(特 許11件 　実用新案1件)

種別 番号 名称　　　　　　　　出願年月日 特許年月日 出願者氏名 図番

特許 S 稲麦扱機械　　　　　　18年7月1日 18年8月14日 宮本孝之助 1

稲麦用,足 踏,穂 束装填装置,歯 車使用

特許 893 稲扱器械　　　　　　 22年3月2日 23年6月2日 仁科養 2

稲用,手 回,穂 束固定装置,歯 車使用

特許 6881 脱穀機　　　　　　　 35年7月25日 36年11月30日 野村新右衛門 3

稲麦用,足 踏,穂 束装填装置,歯 車使用

特許 7534 稲麦扱器　 　 　　 　 　　37年2月13日 37年6月25日 笠井三藏 4

稲麦用,足 踏,穂 束装填装置,塵 芥除去具,歯 車使用

特許 15284 稲扱器械 　　 　　 　 　　41年ll月12日 41年ll月28日 尾西庄之助 S

稲用,足 踏,穂 束装填装置,歯 車使用

特許 16302 稲扱機　　　　　　　 42年4月3日 42年5月20日 野村敬治 6

稲麦用,足 踏 ・発動機利用可,穂 束装填装置,歯 車使用

3)掲 出上の表記 に関す る几例

　　1検 出のために使用 したのは 「特許公報 綴」 と 「通産省特許公報 デ ータベ ース」 に収録

　　　 され てい る 「特許護 二属 スル明細書 」「明細書」「実用新案公報 」て ある。小論 ては,

　　　 これ らをすへて 「明細書」 と略称 する。

　　2「 明細書」の不明部分 は,特 許 資料 に関 しては 『特許発 明分類総 目録上巻』(1909),『 続

　　　 特許発明分類総 目録』(1914),『 特許発 明分類総 目録(第 三輯)』(1915)に よ り,ま た,

　　　 実用新案資料 に関 しては 『実用新案分類総 目録上巻』(1911)に よ り補足 した。 小論 て

　　　 は,便 宜上4件 を一括 して 『目録』 と記す。

　　3「 明細書」 な らびにr目 録』の引用にあた っては,人 名 ・地名 を除 き異体字　 旧字 を極

　　　 力常用漢 字にあ らため,適 宜原文 にはない句読点をほ どこ した。なお,地 名は 「明細

　　　 書」r目 録』に記載 され た当時の ものてある。
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登録 15173 稲扱　　　　　　　　 42年10月10日 42年10月30日 鷹合安治郎 7

稲用,足 踏,歯 車使用

特許 17396 森田式万歳稲扱　 　 　 　42年10313日 42年12月9日 森田定造 8

稲用,足 踏 歯車使用

特許 19241 藤原式 自働稲扱機 　 　　43年3月11日 44年1月27日 藤原宇太郎ほか 9

稲用,足 踏 　手回,穂 束装填装置,塵 芥除去具,節

特許 19320 改良稲麦扱器械　　　　43年9月3日 44年2月9日 神野萬吉 10

稲麦用,足 踏,穂 束装墳装置,扇 風機

特許 21638 発動機掛稲扱機械　　　44年2月21日 45年2月13日 永田光廣 11

稲用,発 動機に連結す る部品,歯 車使用

特許 24559 改良稲扱器 　　 　 　 　 　44年10月20日 T2年9月9日 三上庄藏ほか 12

稲用,足 踏,穂 束装填装置,緊 急停止用ブ レーキ,歯 車使用

　 1類Aは 基本的に稲用足踏み式回転脱穀機たか,手 回し式の 「稲扱器械」(特許第

893号　図2)や,足 踏み手回し兼用の 「藤原式 自働稲扱機」(特許第19241号 　図9),

発動機iへの接続を企図した 「稲扱機」(特許第16302号 　図6)と 「発動機i掛稲扱機械」

(特許第21638号 　図11)も ある。

　212　 1類B　 扱歯以外の部分を回転させるもの(特 許4件)

種別 番号 名称　　　　　　　　出願年月日 特許年月日 出願者氏名 図番

特許 257 稲麦扱機械　　　　　　19年7月30日 19年9月14日 宮本孝之助 13

稲麦用,足 踏揺動,穂 束装填装置

特許 1939 稲扱機 　　 　 　　 　　 　25年12月23日 26年5月24日 天野秀之助 14

稲 用,足 踏,セ ノハ コキ,筋,歯 車 使 用

特許 16389 大倉式省労稲扱器械 　　 42年2月10日 42年5月31日 大倉幸之丞 15

稲用,足 踏,穂 束 装填装置

特許 18064 滑車式稲扱器械　 　 　　42年10月13日 43年5月23日 有馬貞吉 16

稲用,足 踏反復,穂 束装填装置,塵 芥除去具,歯 車使用

　 1類Bは 足踏み式。「稲麦扱機械」(特許第257号 　図13)と 「滑車式稲扱器械」(特

許第18064号 　図16)は,扱 歯部を揺動または開閉させる。

　213　 1類 の特徴

　 1類 には大半の資料に共通する特徴かいくつかある。回転数をたかめるために歯車

を使用 していること,穂 束装填装置V'代 表される複合機能を装備 している例か多いこ

とな どである。 とくに1類Bは セノハ コキのための穂束自動装填機能の開発をめざ
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しているといってよいか,複 合的な装置の装備に強い関心を示 している点は,1類

Aの 諸事例 もかわらない。1類 の各資料には,ほ かの各類の資料にくらへてあきら

かに複合 ・付加機能か多く装備されている。 とくに出願者かもっとも関心を寄せてい

たのか穂束装填装置の装備て,16件 のうち12件になんらかのかたちて装備されている。

　扱歯のあいだを掃除する工夫かもりこまれたものも3件 ある。塵芥の除去は,セ ノ

ハコキの改良にあたって重要な問題のひとつたったのたが,こ れ らの回転脱穀機は改

良セ ノハコキか取 り組んていたこの問題をひきずっている。つま り,1類 の諸資料は

セソバコキの自動機械化をめざして開発か試みられたものたったのてある。

　複合 ・付加機能の装備は,一 見便利さを追求しているようにみxる 。 しかし,構 造

か複雑になるために トラフルか生 しやす く,操 作面ても非能率的たったたろう。概 し

て1類 の 「発明」には無理か多い。「滑車式稲扱器械」(特許第18064号 　図16)は,

その見本のようなものてある。「発動機掛稲扱機械」(特許第21638号 　図ll)も あや

しい。どうやって発動機に取 りつけるのたろうか。

　 もっとも,な かには実用化の可能性を感 しさせる資料もな くはない。穂束装填装置

へのこたわ りを強 く示す資料とは別に,セ ノハコキの回転だけに専心 したものもある。

「稲扱」(実用新案第15173号 　図7)と 「森田式万歳稲扱」(特許第17396号 　図8)

は,余 分な機能を装備 していないのて,そ れほど構造上の無理かない。また,両 者の

形態はN類 に通 しる部分かある。製作面ても,使 用効果の面ても,引 扱脱穀方法から

脱 して弾発脱穀方法に移行するまてあとひと工夫という段階にある。しかも,回 転機

構たけをみるなら,福 永章一が出願 した 「福永式稲扱機」(特許第19621号 　図27)よ

り合理的てある。

　 ところて,両 者はクラノクと歯車を組み合わせた回転機構や,屈 曲した扱歯の形状

なとか非常によく似ている。ともに大阪在住者から明治42年10月 に出願 されているこ

とも気かか りてある。考案者たちは,な んらか接触する機会かあったのかもしれない。

2.2　 ∬類(特 許3件)

　脱穀部か槌 ・杵状を呈 し,叩 打脱穀作業の機械化をめざす ものて,カ ラサオから着

想されている。

種別 番号 名称 出願年月 日 特許年月日 出願者氏名 図番

特許 12613 脱穀機

手回,斜 台

40年5月13日 40年7月29日 立石丑五郎 17
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特許　 15652篠 崎式籾麦粟打落機　　 42年1月29日 　 42年2月10日 　 篠崎幸太郎 18

麦粟用,足 踏杵揚,穂 束装填装置,筋,歯 車使用

特許　18078　河北式脱穀機

　　　　　　足踏,発 動機使用可

42年12月8日 　 43年5月25日 　 河北錬三郎 19

　221　 皿類の特徴

　穂束装填装置などを装備 して自動機械化をめざしている「篠崎式籾麦粟打落機」(特

許第15652号 　図18)か 「籾麦粟用」 と明記 されているほかは,具 体的に脱穀対象 と

する穀類の種別かわからないか,皿 類はカラサオの使用による叩打脱穀方法をもとに

その自動機械化をはかろうとしている。ほかの2件 は回転軸に取 りつけた小槌状の打

秤や角棒て台上の穂先を叩打するたけてある。「河北式脱穀機」(特許第18078号 　図

19)は 足踏み使用以外に動力機への接続も可能というか,添 付図からはいずれの操作

方法も読みとれない。手回し式の 「脱穀機」(特許第12613号 　図17)は ひ とり使用の

比較的小型の道具かと思われる。しか し,ス ケール表示がないため規模は不明てある。

あるいは,ひ とりかハノトルを操作 し,い まひとりか穂束を支えるというように作業

分担 したのたろ うか。量的処理能力には限界かありそうたか,実 用化可能な現実味か

感 じられる。足踏み式にして穀粒の滑落斜台を横向きに変更すれは,さ らに使いやす

くなったのてはないだろ うか。

2.3　 皿類(特 許4件 　実用新案2件)

　脱穀部がす りあわせ構造を呈し,揉 擦脱穀作業の機械化をめざすもの。カラウスか

発想のヘースY'な っていると考えられる。円筒内て脱穀するもの(皿 類A)とt受

盤上て脱穀するもの(皿 類B)と かある。

231　 皿類A　 円筒内て揉i擦脱穀をおこなうもの(特 許3件 　実用新案1件)

種別 番号 名称　　　　　　　　出願年月日 特許年月日 出願者氏名 図番

特許 436$ 脱穀機　　　　　　　　年　月　日 33年10月29日 三澤友吉 20

穂摘穀物用,手 回,円 筒 内揉擦

特許 6411 連枷代用機 　 　 　 　 　 35年8月12日 36年7月8日 井田孝平 21

穂摘穀物用,手 回,円 筒 内揉擦,歯 車使用

登録 1361 連枷 代用器 　 　 　 　 　 38年12月9日 39年2月28日 磯野再太郎 22

穂摘麦用,足 踏,楕 円筒内揉擦,節, 歯車使用

特許 13035 連枷代用機　　　　　 40年8月12日 40年10月12日 谷本清兵衛ほか 23

穂摘麦粟用,手 回,円 筒内揉擦,歯 車使用
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　皿類Aは 穂摘みされた穀物を揉擦脱穀するものて,麦 を主対象としていることと,

手回し式か主てあることか特徴てある。穂摘みを前提 とする点てほかの回転脱穀機 と

は性格かことなっている。

232　 皿類B　 受盤上て籾擦脱穀をおこな うもの(特 許1件 　実用新案1件)

種別 番号 名称 出願年月日 特許年月日 出願者氏名 図番

特許 17457 稲扱機械 42年11月10日 42年12月27日 宮崎煮 24

稲用,起 動方法不 明回転, 穂束装填装置, 歯車使用

登録 24124 脱穀器 45年1月16日 45年4月19日 長澤嶽三郎 25

麦用,手 回,歯 車使用

　皿1類Bは 脱穀部にもうけられた受盤面を鋸刃状の板金の刃先かなてるように回転

し,穀 穂 をす りちきるように脱穀するものてある。「脱穀器」(実 用新案第24124号

図25)は 麦用たか,穂 摘みをしなくても使える点を強調している。「稲扱機械」(特許

第17457号 　図24)は 皿類のなかて唯一穂束装填装置を装備 している。 しか し,起 動

方法も不明て,は たして想定されたとお りの機能が発揮てきたかどうかわからない。

初期の人力機械に顕著な空想的発明のひとつたったような気かする。

　233　 皿類の特徴

　皿類の特徴は,多 くか麦の脱穀用に考案されていることてある。製麺,製 パソ業な

ととのかかわ りか深い。それもあって,こ れらを農具の範疇に分類 しておいてよいの

たろ うかという疑問も抱 く。小麦加工業用(も ちろん,自 家消費用てもよい)の 機器

とした方かよいのかもしれない。

2.4.1▽ 類(特 許2件 　実 用新 案1件)

脱穀部か小突起のある円筒状を呈し,弾 発脱穀作業の自動機械化をめざすもの。

種別 番号 名称 出願年月日 特許年月日 出願者氏名 図番

特許 17511 米麦扱取機 42年11月27日 43年1月19日 中桐彦太郎 26

稲麦用,足 踏,歯 車使 用

特許 19621 福氷式稲扱機 44年1月27日 44年3月27日 福永章一 27

稲用,足 踏
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登録　30809　 穀物脱離機

　 　　 　 　 稲麦用,足 踏,節

Tl年12月20日 　T3年3月17日 　 田尻榮太郎 28

　241　 ]v類の特徴

　従来の脱穀技術にはなかった弾発脱穀,つ ま り,は しきとばすという方法を採用 し

ている。中空に支えた穀穂をはじきとぽそ うというものたった。 この方法たと穀粒か

広範囲に飛散するため,従 来は敬遠されていたのてはないかと思う。一粒一穎を惜 し

んて極力脱粒の逸失を防こうとしていたのか従来の農民の基本姿勢だったとすれぽ,

弾発脱穀という方法の採用はあたらしい時代の感覚だろう。セ ノハ コキやカラサオな

どを自動機械化 しようとして発想されたものは,い ずれも従来慣れ親 しんてきた脱穀

用具をもちいた作業を念頭においていた。それに対 して脱粒の飛散を厭 うことなく開

発された 「福永式稲扱機」(特許第19621号 　図27)は,在 来の脱穀作業のイメーノと

因習を脱している。たたし,中 空ては じきとはそうという発想は彼以前にもあった。

2連 に架 した鋸刃状回転体のあいたに穂先を挿入して穀粒をそぎ落 とす構造にしてい

る 「米麦扱取機」(特許第17511号 　図26)か それてある。

3.考 察

　本章ては次の2点 について述へ る。

　 1は 回転脱穀機の出願状況についててある。2は 通説の点検てある。とくに足踏み

式回転脱穀機の発明者を福永章一としてよいのかどうかについて検討したい。

31.出 願状 況

まず,回 転脱 穀 機 の 出願 状 況$'つ い て。

　311　 類別 ・年次別にみた出願状況

　類別件数をみると1類 か全体の半数以上に達 し,ま た,初 期の4件 を占めている。

まずこの点に注目したい。これは回転脱穀機かセノハコキによる引扱脱穀方法の機械

化をめざして開発されはじめたことを示 している。次に,明 治42年 の出願件数か突出

していて,し かも,出 願の大半かその前後の数年に集中 していることも注目される。

この年をはさんた5年 間に17件か出願されているのてある。また,明 治33年 には1類

とは別の着想を具体化 した皿類Aに 属する 「脱穀機」(特許第4368号 　図20)か 登録
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表2　 類別 出願年別一覧

類系 件数 (第1期 ・萌芽 期)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 【

(第2期 ・空 白期)(第3期 ・開 発期)

1類

A

B

16

(12)

(4)

目 目 目
M20

　　　 1

1目 目1
25　 　　　　 30

目 田 目i　 i目1
　 　 　 　 35　 　　　　　40

ii
45

1

　 1 1

1-一 一1-一 一一一一一一1-3-2-2-一 一

　 　 　 　 　 　 2

II類 3
1 l　　 　　 l

　 　 　 　 　 　 　 　 　 1-一 一2-一 一一一一一

III類

　 A

　 B

7

(4)

(3)

i i　　 　　 　 t

　 　 (1)一一一1-一一一一1-一一1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　2 1一

IV類 2
1 i　　 　　 　 i

M20

　 i　 i　 i　 i　 i

25　 　　 　 　　30

　 i　 i　 i　 i　 i

　 　 　 　 35　 　　　　　40
i　I　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

1-1-

45

1　 1

合計 28

■11111■1

(1)一 一2-一 一1-1-一 一2-1-9-2-3-2-

　 　 　 　 　 　 1

1-1　 　 1 1

*注　 (1)数 字は登録年 てある
。

されている。こうした現象を手かか りにすると,明 治時代の回転脱穀器の 「発明」は

3期 に区分することかてきる。1類 たけか出願 されていた第1期(萌 芽期),そ の後

出願かとたえる第2期(空 白期),そ して明治33年 以降の第3期(開 発期)て ある(表

2)o

　312　 府県別にみた出願状況

　各期ごとの状況をさらに詳 しく把握するために出願者の居住府県名を確認すると,

大阪6件,山 口5件,東 京4件 て,こ の3府 県か総件数の過半数を占めている(東 京

4件 のうち2件 は宮本孝之助による)。兵庫,広 島も各2件 ある。 しか し,複 数の出

願かなされた府県の うちJ第1期 ・第3期 ともに出願例かみられるのは大阪 と東京た

けてある。山口,兵 庫,広 島は第3期 にたけ登場する。第3期 には大阪とならんて山

口からの出願件数か1位 になる。ところか,第1期 に回転脱穀機の開発をリー トして

いた東京からの出願は,明 治40年に2件 か相次き出願されたたけて,そ の後は登場 し

ない。第3期 に回転脱穀機の開発に努力して先駆的な役割をはた したのは,大 阪 と山

口の人たちたった。そして,前 節て吟味した実用化の可能性を感 しさせる脱穀機の考
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　　　　　　　　　　　　　　表3 年別 ・類別　居住地別出願状況

年代 類別 図番 地域 出願者 地域 件数 類別

第1期(萌 芽期)

明治18年 IA 1 東京 宮本 東京 2 IAIB

明治19年 IB 13 東京 宮本 大阪 1 IB

明治22年 IA 2 福島 仁科 福島 1 IA

明治25年 IB 14 大阪 天野

第3期(開 発期)

(明治33年) 皿A 20 (大阪) 三澤 大阪 5 IAIA皿AN N

明fR35年 皿A 21 (不明) 井田 山 口 5 IAIAIBIBN

IA 3 山口 野村 東京 2 皿　 皿A

明治37年 IA 4 三重 笠井 広島 2 IA皿

明治38年 u・ 22 (兵庫) 磯野 兵庫 2 皿AIA

明治40年 IHA 23 東京 谷本 三重 1 IA

皿 17 東京 立石 和歌山 i IA

明治41年 IA 5 和歌山 尾西 高知 1 IA

明x'42年 IA 6 高知 野村 大阪 3 北侮道 i 五

IA 7 大阪 鷹合 山 口 2 千葉 1 皿B

IA 8 大阪 森田 広島 1 愛知 1 IA

IB 15 山 口 大倉 群再 1 皿B

IB 16 山 口 有馬 不明 1 u・

皿 is 広島 篠崎

皿 19 北侮道 河北

皿B 24 千葉 宮崎

N 26 大阪 中桐

明治43年 IA 9 兵庫 藤原

IA io 愛知 神野

明治44年 IA ii 山 口 永田

IA 12 広島 三上

N 27 山口 福氷

明{x'45年 mB 25 群馬 長澤

大正1年 N 28 大阪 田尻

案者の多 くは大阪に集中している。大正時代に普及した回転脱穀器の原型 となる】V類

に分類される回転脱穀機の考案者も,両 府県から輩出している。つまり,明 治時代の

回転脱穀機の開発は,第1期 には東京(実 際は宮本ひとり)て,第3期 には大阪と山

口てすすめられたのてある(表3)。

3.2.通 説 の再検 討

足踏み式回転脱穀機の発明者を福永章一としていた根拠は何か。それは川上米男か
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著 した調査報告てある。

　321　 川上米男の調査

　足踏み式回転脱穀機の発明者を福永 とする根拠は,川 上の調査報告1川 上　1935】

と,彼 にその執筆を促した二叛貞一か彼の報告にもとついて起源論を展開 したことに

もとめられる。

　二瓶は 「今日広 く使われている回転脱穀機は,も ちろん欧米のものて,明 治三十年

代に日本に渡来 した」とい ういっぼうて,す くに続けて 「しか しこれとは別に,山 口

県の福永章一氏か,螺 旋式扱歯の足踏脱穀機を発明した。その後大いに改良されて,

今日の足踏脱穀機か完成 した」と解説 したのてある 【二瓶　 1947145】。

　安田誠三も川上の報告を引用した 【安田　 1952109-110]。 もっとも,彼 は当時の状

況をかなり正確に把握 していて 「回転脱穀機への努力は,明 治の中葉以来多 くの人々

によってなされていたか,こ れらの人hの 試みは,お しなへて回転胴に取付けた千歯

て籾を扱 き落とそ うとするものたった。(略)明 治30年 代に近代的短床摯か独立に各

地て発明されたように,回 転脱穀機もこれを要望するその時代の全般的な環境の内に

生れたと考えるへきてあろう。これは福永に相前後 して,こ のような着想か独立に各

地てなされたことてもわかる」 と記 している。ところか,そ れてもなお彼の文面には

福永を足踏み式回転脱穀機の開発者とみる意識か強 くあらわれている。そして,こ う

した態度はその後の研究者たちのあいたてもかわることかなかった。後年,堀 尾尚志

は 「千歯扱 きにとってかわった回転型の脱穀機すなわち今 日の脱穀機の原形は,す て

に明治四三年に,山 口県の福永章_y>よ って発明され,特 許か出願されていた。その

後は数年 もしないあいたに続 々と,種 々の回転脱穀機か開発 ・発売 され,ま たた く間

に全国に普及していった」と述へ 【飯沼 ・堀尾　 1976196-197],筑 波常治も全面的に

川上の報告を採用 した 【筑波　1978228-229】 。

　322　 いくつかのエピソート

　特許 ・実用新案登録されたもののなかには,局 地的な範囲て商品として流通 してい

たものか存在していた可能性かじゅうふんに考えられる。そのようなこともあって,

考案老たちのなかには,わ れこそか足踏み式回転脱穀器の発明者てあると自負する者

たちも少な くなかったようてある。一例をあげるなら,原 野喜一郎か紹介 した高野長

次郎てある 【原野　197521】。
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　大正7年(1918),堺 市 の高野長次郎は,霰 が降 っても籾 か落ちるのを見て,稲 穂 に何か

をあて ると脱穀 て きる と考 え,自 転車 の廃 品て足踏式の脱 穀機 を発 明 した。千歯扱 きて1

時 間に45把 しか処理 て きない ところを,250～300把 も脱穀 てきるのて,画 期的 な近代的農

具 として,僅 か1年 て全国に広 ま ったか,高 野 氏は農家 に役立ては満足 と,あ えて特許 の

申請 を しなか った。

　本館所蔵 の回転脱穀機 は,高 野氏 の発明原機 て,生 前当館に寄贈 された。

　生前に寄贈 された とい うから,お そらく本人か語 ったことを記録している部分か多

いのたろ う。 この文面からは,高 野かいままてにない新規の農具を発明したという認

識をもっていたことか うかかえる。つまり,当 時はまた福永らか開発した脱穀機かど

れも全国的に普及 していなかったとい うことてある。

　高野の 「回転脱穀機」は 「発明原器」たからか,写 真を見るかきり商標かない。 し

か し,同 形の脱穀器か 『写真集大阪農業のあゆみ』に紹介されていた 【大阪府農業会

議　 198581】。それには 「大阪府農務課御推奨脱穀機　國策型浪速號　大阪　株式会

社盛農社製造」と記 されたプレー トかあ り 「脱穀機は大正七年に堺市石津町て発明さ

れた」 と図版解説されている。回転脱穀機は,大 正時代のなかごろになってもまた各

地てさまざまなものか開発され続けていて,局 地的な商品としてそれぞれか流通 して

いたのてある。

　福永か考案 した脱穀器 もその点は同様たった4)0

　農具研究史の上てr福 永以前に試作されたものか顧みられなかった理由は,別 に考

えてみなけれぽならない問題なのかもしれない。

　 ところて,高 野か 「霰か降っても籾か落ちるのを見て」足踏み式回転脱穀機のアイ

テアを着想したというのはおもしろい。弾発脱穀方法か偶然に発見された というのて

ある。ところか,福 永か足踏み式回転脱穀機を開発することになった契機に関するエ

4)　 川上に よれは 「福 永式稲扱機」 は改良をか さねつつ製造販売 された。 明x'45年 の販売実績

　は,山 口県下59台 のほかに県外か5台 。 また,大 正2年 には,県 内60台 と県外1台 か売れた

　 【川上　193572】 。

　　福永 は自作 機の宣伝 に も力をいれ た。以下は川上 の記事。 「中央 都市の新 聞を初め関門 日

　 日新 聞 ・防長 新聞等の広告を し,或 は型録 を配付 して大いに宣伝 に努めた。(略)明X45年

　 末頃には相 当一般世人の認む る所 とな り,照 会 ・注文等相次 いて至 るに及 ひ,職 工6人 を置

　 いて製作 に従事 したか,完 備 した工 場のない片 田舎 の事 とて製作思ひに委せず,且 つ研究時

　 代に家産 の大半を傾け尽 くした のて資金 の欠乏 に悩 み,(略)東 京の西谷繁 藏な る人か本機

　 の有望な事 に着 目して,特 許実施権譲渡方を交渉 したのを機 とし,大 正2年4月 同氏に山 口

　 県を除いた,帝 国領土内に於け る特許の実施権 を金5000円 て譲 り渡 した」【川上 　193567】 。

　　 なお,福 永 はそ の後 も改良につ とめて 「弾振 改良稲麦扱機械」(特 許第25820号 　 出願大正

　 2年6月5日 　 特許大正3年4月17日 　 図29)も 考案 したか,そ れか ら2年 後 の1916年 に31

　 歳の若 さて没 した。 ようや く足踏み式 回転脱穀機 か全国に普及 しは じめた ころた った。
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ピソートもこの話 とよく似ているのてある。

川上の報告を要約して,筑 波常治かわか りやす く紹介 している。

　 ある秋の夕 くれの ことて した。工場 の仕事 をおえた章一 は,い つ ものよ うに自転車 て,

田んぼのなかの小道 を,家 にむか って走 っていま した。 その とき,道 ば たへつ きてていた

イ不の穂 か,自 転車 の車輪 に接触 しま した。 とたんに,数 粒 のもみか パラハ ラと こほれ落

ちま した。

　 あ りふれ たてきご とにす きませ ん。た かこの瞬間,章 一 の(略)才 能か,じ つ にめさま

しくはた らきました。「これを応用 して,イ 不の脱穀かて きるてはないか1」

　 家にかえ った彼 は,収 穫 をおえたはか りのイ不を,さ っそ く持 ちだ しま した。 そ して 自

転 車のペ ダルを手 てまわ し,イ 不の穂首 を回転す る車輪 にふれ させ ま した。予想 どお り,

その穂 についていた穀粒は,い っせいにまわ りにとひ散 ります。

　章一 は自信を得て,そ の実用化の研究 に着手 しました。(略)

　 こうして苦心 のす え,一 九一〇(明 冶四十三)年 に,よ うや く回転式脱穀機か発 明され

ました[筑 波　1978228-229】 。

安 田 も,別 の 人 物 の事 績 と して,似 た話 を紹 介 して い る[安 田　 19521101。

　衝撃式籾摺機 の発明者 として有名 な岩 田継 清は,大 正元年 頃のある 日,川 口市付近 の田

圃て偶 々 コーモ リ傘 をふ り廻 した ことか らこの事実 を見 出 し,翌2年 には完成 して全 国的

に売 り出 してい る5)0

　 3者 ともに偶然性を強調 しているのは偶然たろうか。私には,ど の話もひらめきの

源泉をもっともらしく語 りかけて印象つけ ようと,文 芸的に演出されているように思

xる 。

4.結
　
早

回転脱穀機の分析を通 してあきらかになったことを以下に整理しておく。

5)　 これ に続けて安田は 「また,逆V字 型歯拝 の発明者 といわれ る広島の河野駒一 も,明 治末

　年,独 立に足踏回転脱 穀機 を考案 して売 り出 してい る。おそ らくその当時,こ の他に も多 く

　の人 ひ とか同 じような事柄を経験 したのてあ ろ う」 と述 へている[安 田　1952110]。
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4.1　 セ ソバ コキか ら回転脱穀 機 へ

　明治時代に自動機械化を志向して開発された各種の回転脱穀機は,そ の大半か人力

機械たった。なかても,種h考 案された回転脱穀機の半数以上かセ ノハ コキの自動機

械化をめざしていた。 もっとも,脱 穀機の改良を全般的にみるなら,明 治時代には引

扱能率の向上をめざす改良セノハコキの開発か中心になっていて,湾 曲セノハや扇型

セ ノハなど,扱 歯の形状の改良に主眼をおくものと,扱 屑の歯詰まりを防くための工

夫をこらしたものとかあった。そして,そ うしたなかから,引 扱時に歯列を左右また

は上下に開閉させる扱歯列可動式の改良セノハ コキも登場した。さらに,そ の人力機

械化に取 りくんたものかあらわれる。1類Bに 分類 した 「滑車式稲扱器械」(特許第

18064号 　図16)な どはその1例 てある。 しか し,こ の種の 「発明」は,い たず らに

その構造を複雑化させたたけたった。扱歯を開閉操作するような反復運動によってセ

ノハ コキの自動機械化を完成させ ようとした人力脱穀機は,結 局,実 現 しなかった。

その理由は 「公報」の説明文と図解を吟味すれはあきらかてある。ひとことていえぽ,

それ らは非能率的たったのてある。

　 複雑な機構を装備した回転脱穀機には,作 業効率や構造面ての欠陥かあった。結果

的に脱穀部に回転機構を採用 した単純なものか残ったのたか,そ れてもセノハ コキを

ヘースに して考案されたものは残 らなかった。1類Aの なかにもかな り現実味のあ

る 「発明」かあったのに,そ れらは,結 局淘汰されてしまった。

　 足踏み式回転脱穀機か登場 した背景には,こ れに先たってすすめられていたセノハ

コキの改良か伏線 となっていたことかあきらかてある。 しかも,改 良セノハコキや改

良カラサオなどもふ くめた各種の改良脱穀器 と,よ り一層の機械化をめざして開発さ

れた脱穀機械 とを比較すると,明 治時代には圧倒的に前者の出願件数か多かった。な

かても,各 種の改良セ ノハ コキの登録件数は188件 に達 していて,ほ かのものとは比

較にならない数量的なひらきかあった。 しかし,さ まざまな試行錯誤のなかから,や

かて従来慣れ親 しんてきた道具の形態にとらわれない新機軸の脱穀機か発想されてい

ったのてある。

　 足踏み式回転脱穀機のアイテアは,あ きらかにセ ノハコキの改良と自動機械化を模

索するなかから登場したのたか,機 能性 と生産性を追求する過程て,こ き取るという

方法は,た たき取る,は じき取るとい う行為の有効さに気ついた者たちによって転換

されていった。そうしたなかから皿類に示 したような打穂式の脱穀機もい くつか考案

されたのたか,そ れらの多 くも,所 詮はカラサオなとの操作経験の延長上て発想され
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たものてしかなかったのてある。回転脱穀機のアイテアか現実味を帯ひて近代的な商

品として成立するためには,い ま1歩 発想の飛躍と形態の変更か必要たった。それか

】V類の脱穀機たった。

　明治時代における脱穀器の改良 ・発明は,改 良セ ノハ コキか中心だった。明治18年

に特許法が施行された初期には,改 良セソバ コキが出願の主流たったのだか,明 治41

年をピークにその後の出願件数は急速に減少する。かわって,当 初は少なかった各種

の脱穀機械の出願件数か増加 しは じめる。福永章一か出願 した明冶44年 は,ち ょうと

このような転換期にあたっていた。

4.2.自 動機械 へ のあ こがれ

　人力自動機械の開発は,初 期の 「発明」の宿命てある。今日からみれは,そ れらは

未成熟な機械てある。 しか し,人 力にかわる動力を獲得 したときにようや く本当の機

械が誕生するためには,未 成熟な機械の開発は装置を整備するために避けて通れない

試行錯誤たったのてある。最後に,回 転脱穀機を例に,こ の点について述へる。

　　 421　 r稲麦扱機械」(特許第5号)

　　 セノハ コキを回転させる足踏み式回転脱穀機のアイテアは,思 いのほか早 く出現し

　 ていた。宮本孝之助の考案 した 「稲麦扱機械」(特許第5号 　図1)は,「 専売特許条

　 例」か施行された当日の明治18年7月1日 に出願 されていた。満を持 して出願した自

　 信作たったのたろ う。

　　 この資料はr工 業所有権制度百年史』上巻に 「回転脱穀機の萌芽かみられ(略)そ

　 の後の自動脱穀機の原型 となっている」 と紹介されている【特許庁　 1984119】 。目下

　 のところ 「専売特許条例」施行以前に遡る資料の存在を確i認するには至っていないか

　 ら断定はてきないか,宮 本か考案したこの資料をもって足踏み式回転脱穀機のアイテ

　 アをは じめて具体化 したものとかんかえてよいのてはないかと思われる。そのアイテ

　 アは,同 書にも紹介されたように機械 としての構造を理論的には構成 してお り,じ ゅ

　 うふんに現実味を感 しさせる。

!　 しか し
,こ の機械に結実 したアイテアの欠陥は,こ れを人力によって稼動させよう

　　 /

　 とした点にある。実際に稼動させたとしても,考 案者の宮本か予期した成果をあげる

　 ことは困難たったように思 う。この機械を使いこなすには,か な りの熟練を要 したた

　 ろうから。とはいえ,足 踏み式回転脱穀機の初出てある 「稲麦扱機械」には,早 くも

　 人力機械として完成 したセノハコキの理想的な形態か描きたされている。
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　回転機構を導入して扱歯を運動させるというこの発想は,試 作機か紹介された当時

どの程度のイノパク トかあったのか,ま た,は たして実際に商品化されたのかどうか,

その点はまたわからないか,後 年相次き考案されることとなる各種の足踏み式回転脱

穀機の先駆として,ほ ぼ完壁なアイテアの完成を示している。

　422　 「稲麦扱機i械」(特許第257号)

　 1類Bの なかの 「稲麦扱機械」(特許第257号 　図13)は,同 名の特許第5号 と同

じく宮本孝之助が出願したものてある。彼は,ほ ぼ1年 後に,今 度は前作とはことな

る着想によって考案 したものを出願 したのたか,穂 束装填装置の構造だけはほぼ前作

を踏襲 している。この装置の性能によほと自信かあったのたろう。執心 していたのか

もしれない。 これは憶測にすきないか,宮 本は自分か考案した穂束装填装置の円滑な

作動を完成させるために脱穀部の改善に取 り組んたのたと思 う。特許第5号 は回転す

る扱歯部にうまく稲穂かからまらなかったのたろう。そこて,扱 歯の運動を変更 した

のかこの特許第257号 たったのてはないたろうか。

　 2作 とも,実 際に販路か獲得てきたのかどうかわからない。 しか し,こ の人物に関

しては今後調査 してみる必要かあると思 う。

4.3.現 実的発明 と空想的発明

　脱穀機の発明と改良に関するアイテアのなかには,興 味深い複合要素かあった。な

かても,穂 束装填装置を装備するものか多かった。それは,当 時の人ひとの自動機械

化志向を明瞭に示 している。

　新時代の到来によせる期待をこめた文明開化意識の高揚とともに,西 洋文明に対す

るあこかれの気持ちか大きくふくらんていた当時の風潮は,輸 入製品を多用した 「発

明」の氾濫をもたらした。具体的には,ス プリノグ,不 ノ,歯 車,輸 入鋼材などか多

用されたことてあ り,新奇な形態や性能に対する関心の強さかうかがえておもしろい。

しか し,現 実にそれ らの部品や素材を使用することによって,は たしてどれほどの効

果か得られたかというと,は なはた疑問てある。むしろ,そ のような目あたらしい素

材を使用して 「発明」された出願資料のなかには,そ の効果を疑いた くなる例 も少な

くない。新奇な材料を使 うことて新時代の感覚,つ まり,文 明開化現象を演出 し,自

らもそれを満喫しているといった気配か濃厚に感 しられるのてある。そこに,明 治と

いう時代の意識か反映 してもいるのたろうが,新 製品の開発という実用のレベルて判

断するなら,こ れらの資料の大半は夢想的なものてしかなかった。
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付　　　記

　特許制度 の前段階,試 行期間に開発 された機器 に関す る資料は存在 しないのだろ うか。 この

点は,今 後の資料発掘を また なけれぽな らない。

　セ ソバ コキか ら回転脱穀機へ の移行 は,第3期 には実用化 の可能性 が現実味 を帯びて きた。

そ して,弾 発脱穀方法を採用 したN類 の回転脱穀機 の登場に よって,セ ソバ コキの時代 が終焉

を迎える ことにな った。その とき,1類 の回転脱穀機 の存在 も世 間か ら忘れ られ てい った。 し

か し,現 実には,セ ンバ コキの末喬は,そ の後 もか ろ うじて存在 し続けたのである。

　そんな資料 を1例 紹介 してお く(写 真)。 この足踏み式回転脱 穀機 は,小 豆 島でみかけた。い

つ ごろ製作 された ものなのかわ からないが,保 存 状態 か ら判 断す るかぎ り,明 治時代 の もの と

は思xな か った。回転す る円筒 の表面 にご く短 い鉄歯 を植 えている。あき らかにセ ソバ コキの

な ご りである。

　小論は,国 立民族学博物館 の特別研 究 「二 〇世 紀における諸民族文化の伝統 と変容」にかか

る各個研究成果 の一部である。
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　　　　 　　　　 　　　 　 図1　 特許　第5号 「稲麦扱機械」

出願 　明治18年7月1日 　特許 　明治18年8月14日 　 出願者　宮 本孝之助

　 「人力 ヲ省 キ,多 量 ノ穀 ヲ扱 キ取 ル」 ぽか りか 「穀 ト藁 トヲ容 易 二分離セ シムル」。「最 モ緊

要ナル鉄塔機 」は,3組 のセ ソバ コキを装備 した回転軸 。キ ャタピラ状の 「挟藁機」は 「一握

リヅX双 手 二分 チ交 シ(ワ)(ワ)ノ 間 二挿入」 した穂束 を捕捉 して自動装填す る装置。「踏板」

は1枚 だが 「鉄塔機 」 と 「挟藁機 」を前後に2台 装備すれば,対 面使用 も可能。毎 秒1踏 み と

した場合 「鉄塔機」は毎分40回 転 し,「挟藁機」は 「ル」が2Z/3回 転する。 したが って 「一時間
二稲大約一千二百八十握 ヲ扱キ了ルヘシ。是 レー 日二人 ノ労力二当ル」 と説 く。「稲 ノ鉄 塔 二扱

カルs事 十余回 ニシテ,漸 次 二穀 ヲ扱 キ取 ラル エ故 二藁 ヲ損傷 スル患 ナ ク,又,穀 中 二藁 ノ切

片及 ヒrミ ゴ』 ト称スル如 キモノヲ混スル事 ナシ」 ともい う。

　 「特許謹主(申 請者)」 は宮本孝之助。「東京府平民」の肩書 がある。
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　　　　　　　　　　 　　　 図2　 特許　第893号 「稲扱器械」
出願　 明治22年3月2日 　 特許　明治23年6月2日 　 出願者　仁科養

　中央 の 「二列 ノ稲 扱機 」は,い っぼ うの扱歯列が 「植方 ヲ疎 ニナス」 ことで歯幅 をちがxて
お り・粗い扱歯 と密な扱歯の2段 構 えで脱穀す る。「稲挟秤」 は,並 列 させた稲束 を一括扱 きと

るもので 「稲 ヲ並列スル事不斉 ナルモ,障 リナ ク挟 ム事 ヲ得」 と説 く。「茎 ヲ圧砕スル ノ憂 ナ カ

ラシメ」な どと,藁 の損傷防止を強調 して いる。

　 「発明者」は仁科養。福島県北会津郡若松東名子屋 町二十二番地 。
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　　　　　　　　 　　　　　 図3　 特許　第6881号 「脱穀機」
出願　明治35年7月25日 　 特許 　明治36年11月30日 　 出願者　野村新右衛門

　 「圧帯(か)」 と 「円筒(い)」 のあいだ に穂を置けぽ,自 動 的に吸引脱穀 され る。「足踏装置
二依 リテ起 リタル運動ハ(略)水 平軸や 二伝 リ」 とい うが,図 は不明瞭である。

　発 明者は野村新右衛門。『目録』 に よれぽ 山口県の人。
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　　　　　　　　　 　　　　図4　 特許　第7534号 「稲麦扱器」

出願　明治37年2月13日 　特許 　明治37年6月25日 　 出願者 　笠井三藏

　 「自働的作用 ヲ以 テ扱歯 ノー 回転毎 ニー度,必 然適切 二塵芥 ヲ除去 シ得 ヘカラシムル ト,稲

麦 ノ性質及種類 ニ ヨリ其多少 ヲ適合調節 セ シメツs,順 次整正 二排列輸送 シ,以 テ容易完全 二

扱取 シ得ヘ カラ シムル」 と説 く。「貯器」に横積み した穂束 を手作業で 「送台」に送 る と 「第六

図」 の 「連鎖」に よって 「自働的」に処理 されて い く。扱歯 の歯間は 「塵芥爪」0'よ って1/4回

転 ごとに清掃 され る。

　発明者は笠井三藏。『目録』 に よれぽ三重県の人。
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　　　　　　　　　　 　　　図5　 特許　第15284号 「稲扱器械」

出願 　明治41年ll月12日 　特許 　明治41年11月28日 　 出願者　尾西庄之助　

「被覆 版」上部の 「稲挿込孔」に穂先を挿入 した穂束 を 「稲 扱枠 」 または 「稲挟椎」 と呼ぶ

装置 に より 「牛角状 ヲナセル扱歯」を植えた 「扱歯輪」 に自動 装填 する。

　発明者 は尾西庄之助。和歌 山県那賀郡猿川村大字谷六百八十番地。
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　 　　　 　　　　 　　　　 　図6　 特 許　第16302号 「稲扱機 」

出願　 明治42年4.月3日 　 特許　 明治42年5月20日 　 出願者　 野村敬治

　 「人為 的手足 ヲ以 テスル稲扱法 二代ル ニ,自 動 的機械作用 ノ稲扱法 トナ シタル」 もの。「第二

図」「第三図」は 「稲茎 ヲ鋏合緊縮 シ,又 ハ放 出スル機 関部 」の詳図。「第四 図」は,こ の機 関

部 内の 「弾機 ノー端 力導孔 二係合 シタル状況」。足踏み式だが 「他 ヨ リ動力 ヲ与 フルニヨ リ」 と,

発動機 の利 用 も考慮 している。「円筒」の 「驚取 口(ヨ)二 穂籾部 ヲ上方 ニシ,基 根部 ヲ押 シ当
レハ,忽 チ驚取 口(ヨ)ハ 稲藁 ヲ緊 シク鋏合 ス。稲ハ円筒 ノ回転 二伴 ヒ弧形 ヲ書 キテ(略)稲

扱 二接触 シ,直 二落籾 セ ラル。円筒下方 二回転 ス レハ,弾 機 ハ突機部(カ)ノ 頂点 ヲ過 キテ鋏

合 ノ準備位置 二復ス。即チ稲茎ハ鋏合 ヲ解緩 セラレ」放 出され る。

　 発明者は野村敬治。高知県長岡郡 岡豊村大字小籠五番屋敷。
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　　　　　　 　　　　　　　図7　 実 用新案　第15173号 「稲扱」
出願　明治42年10月10日 　 登録　 明治42年10月30日 　 出願者　鷹合安治郎

　 「稲穂 ヲ載 セ掛 リテ扱歯 間二食 ヒ込 ミ易キモ ノ」とするために 「幅細 キ薄版 ヲ樋状 二曲 ケ(略)
湾曲 シテ先端 ヲ屈折 シ,尖 ラシメタル扱歯」を使用。

　考案者は鷹合安治郎。大阪府東成郡平野郷町字流百 九十六番地。
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　　　　　　　　 　　　 図8　 特許　第17396号 「森 田式万歳稲扱」

出願 　明治42年10月13日 　特許 　明治42年12月9日 　 出願者 　森田定造

　湾 曲 した扱歯を使 用。 円筒形 の 「転子(へ)」 は稲穂 に触れて回転する。

　 「特許権老(発 明者)」 は森 田定造。大阪市北区上福 島北一丁 目七十四番地(本 籍 地は栃木県

那須郡大 田原町二千二百八番 地)。
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　　　 図9　 特許　第19241号

　　　　「藤原式 自働稲扱機」

　　　出願 　明治43年3月11日

　　　特許　 明治44年1月27日

　　　出願者　藤原宇太郎ほか

　 「第五図」は 「稲握座(ラ)」 と 「稲

載限度板(ム)」 。「第六 図」は 「筋」

の動揺装置 。「稲握座」 に用意 した稲

束を 「第七 図」 の 「稲繰稲掴車 」に手

で送れぽ,扱 歯部 に搬送 され る。脱穀

後の穀粒は 「節」 を滑落 して塵 芥 と分

離 され る。各歯 列の扱歯 は 「稲 載限度

板」側 の1本 が長いが,そ の機能説明

はない。「除塵機(二)」 は,扱 歯が 「抽

出粁(ホ)1の あい だ を通過 す る と

きに引き出されて歯 間の塵芥 を除去す る。図は手回 し式だ が,足 踏 み操 作 も可能。ただ,ペ ダ

ルは図示 されてお らず,足 踏み式 とす る場合 の作動方法は不明。「老 幼婦女子 ニシテ,迅 速且 ツ

容易 二数人 ノ労役 二値 スルノ作業 ヲ為 シ(略)農 事上,否,国 家 ノ利益 ヲ計ル」 と,仰 々 しい。

　 「発明者」 は藤原宇太郎。兵庫県 明石郡 明石町新浜百八番地(本 籍 地は大阪市南区天王寺北

山町五千四百 六十番地)。 「明細書」 には,別 に2名 の 「特許権者」 が併記 されてい る。藤原 ゲ

ンと沖素六であ る。 ゲンは宇太郎の妻女か,本 籍地 ・現住 所 とも宇 太郎 と同 じ。沖は広 島市竹

屋村百五十三番地。『目録』の 「特許謹 主氏名」欄 には 「明細書」の筆頭に掲出されていた宇太

郎の名がない。
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　　　　　　　　　　　 図10　 特許　第19320号 「改良稲麦扱器械」

出願　明治43年9月3日 　 特許　 明治44年2月9日 　 出願者　神野萬吉

　穂束を載せて交互に往復運動 す る2枚 の 「盤」 と 「煽風機」を装備。脱穀後 の穀粒は 「漏斗」
上を滑落 し,斜 面を離脱す るときに 「煽風機」が塵芥を吹 きとばす。 「主軸」 の回転運動を 「滑

車 ノ作用 ニ ヨ リ」各部 へ伝達 して稼動 させ る構造 だが,起 動方 法に関する記 述はない。図 では

「主軸」 の端部 が車輪 前面 にみえ るだ けで,台 枠 内部 にあるべ き軸部 が描か れていない。 これ

では,は ずみ車を支える横 木に大 変な負荷がかか る。「盤」を往復 させ る粁(無 記号)の 支点 に

なってい る軸 を またいでV字 形の桟木(無 記号)が 描かれている。 この桟木がペ ダルだ ろ うか。

　 「特許権者(発 明者)」 は神野萬吉。 愛知県愛知郡豊明村 大字前後五十一番 戸。
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　 　　　　　　　　　　図11　 特許　第21638号 「発動機掛稲扱機械」

出願 　明治44年2月21日 　 特許　明治45年2月13日 　 出願老 　永 田光廣

　 「藁巻取器」 と,扱 歯 を装備 した 「稲扱台」とか らなる。「藁巻取器」には,稲 束 を掛け る 「鉄

針 」 と 「発動機附歯車 二連接」 させ る 「歯車」がつ く。「稲扱台」の軸 の一部 が削 られて いるの

は 「藁 ノ切断 ヲ防 ク」ため。「使用法ハ甚タ簡単 ニシテ,発 動機 ノ回転 二伴 ヒ回転軸」が 回転 し

は じめた ら 「稲扱」に穂先を 「藁巻取器」 の 「掛針 二東 元 ヲ掛」け る。す ると 「藁 ハ円筒形胴

(い)二 巻キ取 ラ レ,之 ト共 二脱穀 ヲ終ル」。発動機への接続方法は不 明。

　 「特許権者(発 明者)」 は永 田光廣。山 口県阿武郡嘉年村三百五十番屋敷。
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　　　　　　 　　　　　　 図12　 特許　第24559号 「改良稲扱器」

出願　 明治44年10月20日 　 特許　大正2年9月9日 　 出願老　三上庄藏 ・世 良實穂

　 「第一図」は正面図。「第二図」 は稲扱 き部を示す側面 図。「第 三図」は稲 送 り部を示す平面

図。「第四図」は歯車 の連結状況を示す断面図。「振輪(ハ)」 に添えて 「停 止板(オ)」 とい う

緊急時用 ブ レーキを装備。支柱上方 に水平 に架 された 「稲送 」は,木 製の車輪。周囲 に 「弧状

稲扱」と称す る12の 凹部がある。稲束を これに掛ける と 「遊動輪(ネ)」 とのあ いだをめ ぐる 「無

端撚糸金」すなわちベル トコソベアーに よって搬送 され,順 次 「稲扱」にかか って脱穀 され る。

鋼鉄製の扱歯は 「長 サ八寸,幅 三分,厚 サー分五厘」。 これを 「心軸」 の3か 所に取 りつけ る。

なぜ か,そ の本数を 「二十二本」 として いるが,図 中各列 の扱歯 は11本 だか ら実際は33本 必要

なはず。各車輪の回転数 は 「約一分時間」あた り 「振輪」90,「 稲扱」30,「 稲送」10。　

「発明者」は三上庄藏。広島県比婆郡 口北村大字向泉二百四十番地 ノ三。併記 されている 「特

許 権者」 は世 良實穂。 同郡同村向泉九十三番屋敷。『目録』の 「特許 讃主氏名」欄 には・三上の

名がない。
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　　　　　　　　　　　　 図13　特許　第257号 「稲麦扱機械」出願　明治
19年7月30日　特許　明治19年9月14日　出願者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 宮本孝之助

　 「挟藁機 二籍 リテ稲麦 ノ藁 ヲ挟 ミ置 キ,上 下 二運動 スル稲扱機」。「びん だ し」 とい う櫛に似
た 「稲扱歯」に よって くしけず る。 特許 第5号(図1)で は水 平置 した稲束を

,本 機 では垂下させ て
いる。前作 よ り軽量化 されてい る様子。

　発 明者は宮本孝之助。
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　　　　　　　　 　　　　　 図14　 特許　第1939号 「稲扱機」

出願 　明治25年12月23日 　 特許　明治26年5月24日 　 出願者 　天野秀之助

　 「一端 ヲ波状 ニナセ ル羽根版数個 ヲ具 フル茎受輪 ト,稲 扱櫛 ト相須テ作用 シ,尚 ホ同時 二籾

ト穂 又ハ塵埃 トヲ分別 セシムル如 クナシタル稲扱機」。「踏版」 を踏 んで 「茎受 輪」Y'　 着 され

た 「羽根 版」を回転 させ,同 時 に 「飾」を前後動 させ,ま た 「槌」を上下動 させて 「飾」の網

面をたた く。作業者が左手 に持 った稲束 を右手 で軽 くひろげた ところへ降 りて きた 「羽根版」

が,ま んべんな く稲束を ひろげなが ら 「扱櫛」上 へ穂 を誘導 してす りちぎる。「扱櫛」 のあいだ

か ら落下 した籾や藁屑な どは 「筋」Y'よ って選別 され る。

　 「発 明者」 は天 野秀 之助。 大阪府 西成郡九條 村大字九條番外三百二十四番屋敷。肩書 に 「平

民　雑業」 とある。
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　　　　　　　　　　 図15　 特許　第16389号 「大倉式省労稲扱器械」

出願 　明治42年2月10日 　 特許 　明治42年5月31日 　 出願者　大倉幸之丞

　 「溝 ヲ有 スル鉄車」 と,そ の上部の滑車をめ ぐる 「調帯」 のあいだに稲束 を 自動 的には さん
で脱 穀す る。「クランク(ル)」 のペ ダルを踏 んで稼働 させ,稲 束を 「稲載 台(オ)」 の斜面に滑

落 させ ると,稲 束は 「鉄車(ホ)ノ 手及 ヒ回送棒(ト)二 支 ヘ ラレツs(略)調 帯(二)ト 鉄

車(ホ)ト ニ堅 く挟 ミ締 メラ レ,穂 ノ部ハ扱具(ヌ)二 食 ヒ込 ミ回転 スル ヲ以 テ,自 然 ト稲 ヲ

扱 キ取 ラ レ,其 ノ藁 ノ ミハ器械 ノ後方 二落積 スル」。 「稲載台」の斜面には 「扱 キ易 キ様,穂 ノ

部 ヲ拡 クル為」の歯 を植 えてい る。「回送棒 」の歯 も 「拡 ケラ レタル稲 ヲ扱具 二其侭送 ル為」 に

あ る。

　発 明者は大倉幸之丞 。山口県岩 国町岩 国駅構 内保 線事務所 内(本 籍地は三重 県一志郡川合村

字庄村三十 四番屋敷)。 『目録』の 「特許謹主氏名」欄 には 「滋賀　筒井権平」 と記載 され てお

り,大 倉の名はない。
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　　　　 　　　　　　　 図16特 許 第18064号 「滑車式稲扱器械」

出願 　明治42年10月13日 　 特許　明治43年5月23日 　 出願者　有馬 貞吉

　 「第二 図」 は稲 の根元をは さむ機構 の一部。 「第 四図」 はその横 断面 。「第三図」はそ の上部

金具 と懊。「第五 図」は 「屈折心棒 」の側面図。「第六 図」は 「踏木」 と 「稲挟」に連絡す る 「槙

秤」。 「第七図」は 「稲挟」上部 と 「稲扱」 止めの横 木を上下 して扱歯裏面の塵芥をは ら う 「刷

毛」 の稼働装置。 まず 「把手(A)」 を操 作 して 「稲 挟(い)」 を左へ寄せ る。 この とき 「手 ニ

テ為 ス トキハ,初 メノ間ハ重 キカ故 二踏木(ホ)ヲ 踏 ムヘ シ。其 ノ後ハ(略)積 粁(ぬ)ノ 重

サ ニテ押 スカ故 二独 リ寄 リ来ル」 とい う。次に 「る」 を踏み下げ ると,各 部が連動 して 「稲挟」

を 「第二図 ノ如 ク上方 二開 キ,(略)稲 扱 止(は)ヲ 上方 二開 カシム。是 ト同時 二(略)歯 車(を)

ノ虫金 ヲ踏下 ケテ,此 ノ歯車 ヲ円周四分 ノー ヲ回転 シ」連結 したい くつか の歯車を経 て 「木(か)」

が一 回転 し,さ らに 「刷毛 ヲー上下 シテ稲扱 ノ裏 ノ塵 ヲ払 フ」 とい う仕組み。ひ らいた 「稲挟」

と 「稲扱止」 は 「穂 先 ヲ稲扱(ろ)二 懸 ケ,根 本 ヲ(G)(H)ノ 上 二置 キ,針 金(り)ヲ 足

指 ニテ踏下 クレハ」 と じる。 「把手(A)」 を締 めて押 さえた稲束 は(G)(H)の あいだに押

しこまれ てい るので 「踏木(ほ)」 「踏木(へ)」 を順 に踏む と 「心棒(と)二 着 キタル歯車(ち)
ハ,二 百四十度 ヲ回転 シ(略)歯 車(り)及 ヒ積粁(ぬ)ハ 殆 トー直角 ヲ回転ス。此 ノ槙秤(ぬ)

ノー端 ハ(G)二 連絡 スル カ故 二,稲 挟(い)ハ(略)右 方 二引寄 セ ラル1ヲ 以テ,稲 ノ穂 ハ

稲扱(ろ)ニ テ扱落サ ル 玉ナ リ。依 テ又把手(A)ニ テ螺旋(B)ヲ 回ハ シ上 ケテ藁 ノ屈折 シ

タル ヲ緩 メ,之 ヲ抜取 ルナ リ」。その後,あ らためて先の操作を反復す ることで ようや く脱 穀の

「目的 ヲ達スル」。「腕 力ニテ曳 ク代 リニ,器 械 ニテ稲 ノ根本 ヲ締 メ,足 力 ヲ利用」 しようとい

うのだが,種 々の仕掛けを操作す るた めには,ど うして も相応の腕力 を必要 とす る。複雑 かつ

非効率のきわみの ような 「発 明」 である。

　 「特許権者(発 明者)」 は有馬 貞吉。山 口県熊毛郡八代村九百十番地。

　　 　　　　 　　　 　　　　 図17　 特許　第12613号 「脱穀機」

出願　明治40年5.月13日 　 特許　明治40年7月29日 　 出願者 　立石丑五郎

　 「回転軸」 の両端 に取 りつけた3股 の 「回転権」 に 「横軸」を渡 して 「打穂槌」 を吊 り下げ

た もの。「藁床 トナシタル穂受台」は穀粒 の破砕を防 ぐ。脱穀後 の穀粒は 「斜 台」 を滑落す る。

　発 明者 は立石丑五郎。東 京市京橋区本八丁堀一丁 目一番地(本 籍地 は大 分県北海部 郡臼杵町

八首四番地)。
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　　　　　　　　　　 図18　 特許　第15652号 「篠崎式籾麦粟打落機」

出願　明治42年1月29日 　 特許　明治42年2月10日 　 出願者 　篠崎幸太郎

　 「(ヤ)(マ)(ケ)ハ,ア ーキメデス渦線 ヨリ成ル 『カム』 ニシテ,軸(ム)二 固定」 され て

いる。本体下部に 「竹 或ハ木 ニテ作 レル屈 曲自在 ナル篭(む)」 がキ ャタ ピラ状 に装着 され てお

り,穀 穂は この上を異動 し 「貧」 の奥 の 「金網」上 で 「カム」に よ り上下動す る3本 の 「秤」

によって叩打され る。穀粒は 「金網」を通過 して斜面を滑落する。

　発 明者は篠崎幸太郎。広 島県呉市大字宮原村百四十一番戸。
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近藤　 足踏み式回転脱穀機の発明

　　　　　　　　　 　　　図19　 特許　第18078号 「河北式脱穀機」
出願　明治42年12月8日 　 特許　 明治43年5月25日 　 出願者　河北:n郎

　台枠上部 は後方 に傾 斜す る 「打盤 」。 ここに載せた穀穂を 「打棒(ル)」 を回転 させて叩打す
る。「普通動力,又 ハ足踏装置 ヲ以テ迅速 二回転 シツ エ穀類 ノ禾穂 ヲ打盤(二)上 二載スル」 と

い うが,動 力装置への接続部品 も 「足踏装置」 も図示 されていない。

　 「特許権者(発 明者)」 は河北鎮三郎。北海道苫前郡羽幌村南三條二丁 目二十三番地。

163



国立民族学博物館研究報告　　21巻1号

　　　　 　　　　 　　　 　　 図20　 特許　第4368号 「脱穀機i」

出願 　明治　年　月　 日　 特許　 明治33年10月29日 　 出願者　三澤友吉

　穂 摘みされ た穀物 の脱穀用。「内周 二摺歯 ヲ設 ケタル歯輪 ヲ聯列」 した なかに 「周囲 二翼状 ノ

突起 ヲ斜形 二附設 シタル転軸 ヲ挿入 シ」てい る。「翼状 ノ突起」 の うち(ワ)の 先端は刃にな っ

ていて 「歯輪」 内面 の 「摺歯」 とともに 「漏斗」か ら投 下 した穂先を切除 ・脱粒 す る。穂津は

「歯輪」の 「透隙(ヨ)」 か ら排 出 され,穀 粒は 「翼状 ノ突起(ヲ)」 にす くいあげ られて 「後

版(ハ)」 の 「孔 口」に搬送され,排 出され る。

　発明者 は三澤友吉。『目録』に よれぽ大阪の人。
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　　　　　　　　　 　　　 図21特 許 　第6411号 「連枷代用機」
出願　明治35年8月12日 　 特許　明治36年7月8日 　 出願者 　井 田孝平

　穂摘み され た穀物 の脱 穀用。上面に 「挿入 口」を,前 面 に 「排 出 口」 を もうけ,底 面 全体 を
「落下 口」 と した箱 にお さめた 「空筒」 内部に,「 断頭錐 形」状 の起伏 がある 「廻転筒」 を偏芯

して装備。麦粟 などの穂 首を投入 し 「把手」を後方に回転 させ る と 「空筒」 内で脱穀 された穀

粒は 「條 線」の隙間 を経 て 「底板(ワ)」 を滑落 し,後 面 に排 出され る。穂澤は 「排出 口」か ら

前面に排 出され る。「断頭錐形 」の装着状況や選別能 力な どに不明な点がある。

　発明者 は井 田孝平。「明細書」に住所記載がな く 『目録』 に井 田の名がないため,住 所不 明。r
目録』 の 「特許諦主氏名」欄には 「東京　岩本清兵衛 」 と 「東京　箕輪政次郎」 の名 がある。

両名 は,特 許第13035号 「連枷代用機」(図23)の 発 明者。
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近藤　　足踏み式回転脱穀機の発明

　　　　　　　　　　　　図22実 用新案　第1361号 「連枷代用器」

出願　明治38年12月9日 　 登録　明治39年2月28日 　 出願者　磯野馬太郎

穂摘み された穀物の脱穀用。「第三 図」 の 「C」 は 「掻 キ落 シ軸」で,ベ ル トコソベ アーに よ

って 「G」 と連接。外筒rE」 の内面 と2本 の円柱rD」 の外面に 「釘 ヲ列植 シ」 てい るので

「麦頭 ヲ掻キ砕 ク能」 がある。

　考案者は磯野馬太郎。『目録』に よれぽ兵庫県の人。
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　　　　　　　　図23　 特許　第13035号 「連枷代用機」(特許 第6411号 追加)

出願　 明治40年8月12日 　 特許　明治40年10月12日 　 出願者　谷本清兵衛 ・箕輪政次郎

　特許第6411号 「連枷代用機」(図21)を 改良 した もの。「空筒(ト)」 に並設 された 「空筒(ク)」

は,内 部 の 「一端 二送入スヘキ螺旋歯(ヤ)ト,一 端 二揉摺 スヘキ隆條起(マ)ヲ 具 フル転軸

(ヶ)ヲ 嵌架」 している。「粒離 シタル殻 類 ノ脱芒 ノ用 二供ス」 るためであ る。

　発明者は谷本清兵衛 と箕輪政次郎。谷本は東京市下谷 区南稲荷町九 十番 地,箕 輪は同市浅草

区北清 島町七十七番地。
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　　　　　　　　　 　　　　図24　 特許　第17457号 「稲扱機械」
出願　明治42年11月10日 　 特許 　明治42年12月27日 　 出願者　宮崎煮

　回転軸に装着 され た4枚 の鋸刃が,刃 形 と同形 の溝を もつ 「凹凸盤」上を掃 くよ うに回転す
る。穂は この盤上 です りちぎ られ,茎 は 「搬 送帯(19)」 の上を 「押秤(29)」 に押 さえ られ て

運ぼれ る。脱 穀後の穀粒 は 「漏斗(2)」 のなかに落 ち,茎 は台枠の外に排 出 され る。 もっ とも

直径の大 きい 「勢歯輪」す なわ ち歯車 を 「適宜 ノ方 法 二籍 リテ回転 」 させ るのだが,ペ ダルや
ハ ン ドルの所在が不明で,発 動機への接続方法 も示 されていない

。　 「特
許権者(発 明者)」 は宮崎煮。千葉県君津郡松岡村字名殿二百 四十六番地。
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　　　　　　　　　　　　 図25実 用新案　第24124号 「脱穀器」

出願 　明治45年1月16日 　 登録 　明治45年4月19日 　 出願者　長澤 嶽三郎

　 「第二図」は平面 図。 「円播(9)」 には,断 面形状 が鋸刃状を呈す る 「数多 の曲条」 がほ ど

こされてい て,こ れ を掌 で受け る ような位置 に 「湾 曲板(10)」 があ る。「湾 曲板」 にも 「数 多

の曲条 」 と 「歯条谷底 二数多平行 シテ穿テル条孔」 がある。「条孔」は 「格子状 ヲナ シ,摺 リ落

シタル麦粒 ヲシテ湾曲板 ノ歯条谷底 二停滞スル コ トナ ク」落下 させ る。穂束は 「台板(14)」 に

載せて送 りこむため,本 機 の操作はおそ らくふた りがか りになる。「従来 ノモノ1如 ク,脱 穀 ヲ

行 フニ際 シ,穂 先 キノ ミヲ切 リ取 ル コ トヲ要セス,畑 ヨ リ刈 リ取 リタル麦束 ヨ リ直接 二脱穀 ヲ

行 フコ トヲ得可キ。利益 タルモ ノ」 であ り 「農具 トシテ頗 ル便益 アル」 とい う。

　 「実用新案権者(考 案者)」 は長澤嶽三郎。群馬県邑楽郡伊奈良村大字岩田村二百七番地。
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近藤　　足踏み式回転脱穀機の発明

　　　 　　　　　　　　　 図26　 特許　第17511号 「米麦扱取機」

出願　明治42年ll月27日 　 特許　 明治43年1月19日 　 出願者　 中桐彦太郎

　 刃先 が波型 の 「羽」 を取 りつけた2本 の軸を 「入違 二位置 スヘ ク」装着 している。本 体下部
の 「曲軸(リ)ニ ハ,動 力 ヲ与 ヘテ回転 シ得ヘ クナ ス」 とい う。 その動 力とは,ほ かで もない

人 力である。「台板(ヨ)」 上 に置いた穂束 の根元を持 ち,穂 先 を 「覆蓋 ノ内部軸(ロ)(ロ)ノ

中間二進入 セ シムル トキハ,穂 ハ上段 ノ羽eヨ リ下方 二向ケ打撃 セ ラレテ下方 ノ羽 二衝 突スル

ヤT又 下段 ノ羽 ニヨ リ上方 二向ケ打撃 セ ラ レテ上方 ノ羽 二衝突 シ,更 二」反復運動 が継 続され

て脱穀 が完 了す る。脱 穀後 の穀粒 は 「斜面版上」を滑落す る。 この とき,回 転 している 「羽」

が 「扇風作 用 ヲ起 シテ,苗 穂 ヨ リ裁 断セ ラ レタル塵埃 ヲー方 二飛散 セシムル」 と,付 加 的効果

にも言及 している。

　 「特許権者(発 明者)」 は中桐彦太郎。大阪府東成郡 平野郷町大字平野野堂三百八十一番地。
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　　　　　　　 　　　　　図27　 特許　第19621号 「福永式稲扱機」出願　明
治44年1月27日 　 特許　 明治44年3月27日 　 出願者　福永章一

　 「螺状金属 線」す なわ ちバネを取 りつけた軽快 な 「回転胴」を装備。「構造製作共 二簡易 ニシ
テ,作 業 モ又容易迅 速 ニシテ,一 時 二多量 ノ掻扱 ヲ完全 ニナサ シメ」 る。　 「

特許権者(発 明者)」 は福永章一。山 口県佐波郡牟礼村七十三番屋敷。
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　　　　　　 　　　　　 図28　 実用新案　第30809号 「穀物脱離機 」

出願 　大正1年12月20日 　 登録 　大正3年3月17日 　 出願者　田尻榮太郎

　 「踏板」に より稼動 させ 「円筒 ノ面上 二取付ケ,又 ハ嵌入 セル横桟(ロ)モ 共 二回転 シ(ハ)
ナル螺旋杵 ニヨ リテ脱離 スル コ トヲ得。同時 二又脱 離サ レタルモ ノハ(タ)ナ ル筋 ニヨ リテ精

選」 される。穀物の種類V'よ り 「螺旋拝」の間隔が調整 できる。

　 「実用新案権者(考 案者)」 は田尻榮太郎。大阪府三 島郡三島村大字鮎川百七十 七番地。
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　　　　　　　　　　 図29　 特許　第25820号 「弾振改良稲麦扱機械 」

出願　大正2年6月5日 　 特許　大正3年4月17日 　 出願者　福 永章 一

　福永は,特 許第19621号 「福永式稲扱機」の生産 と並 行 してさらにその改良に励 んだ。本機 は,

その結果考案 された ものである。
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